
台湾４日目の午後、台南市から電車で30分ほどで
高雄市に到着。人口約270万人、国内３位の港湾都
市で、熊本市とも縁が深く、2017年に友好交流協定
を締結し、今年からは直行便が再開している。
台湾でもLINEが広く普及し便利である。熊本で
会 っ た 高 雄 医 學 大 學 (Kaohsiung Medical
University: KMU)の副学長、黄有利 (You-Lih
Huang)教授とはLINEで連絡を取り合い、駅まで迎え
に来てもらった。挨拶もそこそこ、車で10分ほどの
KMUに移動し、応接室で打ち合わせを行った。分単
位でスケジュールが組まれていたのは驚いたが
（15:00〜Opening学部長と私; 15:15〜理学療法学
科紹介; 15:25〜作業療法学科紹介; 15:35〜医学検
査学科紹介; 15:45〜17:30 ディスカッション/キャ
ンパスツアー）、おかげで保健科学部(College of
Health Science)のfaculty membersと内容の濃い情
報交換を行うことができた。
教育や研究で予想以上に国際化が進んでおり、学

生の約半数は海外の提携校に短期研修・留学し、日
本では茨城県立医療大学と相互交流を続けているそ
うである。本学との交流の可能性についても前向き
なコメントをいただいており、できれば皆さんと考
えてみたい。もし台湾に興味のある教職員がいらっ
しゃったら、是非、ご連絡いただければ幸いです。
（副学長、医学検査学科教授）
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熊本保健科学大学

写真左は高雄医學大學の応接室で黄有利副学長（左）と筆者。同右は、同大
学ホームページに掲載された今回訪問の記事

濃い情報交換を行った保健科学部(College of
Health Sciences) のメンバーと記念撮影

―― 川口 辰哉

リハビリテーション学科言語聴覚学専攻の臨床実
習報告会が２日（月）、3213・3217・3218・3219実
習室で行われ、３年次生28人が発表に臨みました。
同専攻の３年次生は、「臨床実習Ⅰ（評価）」で

３週間、「臨床実習Ⅱ（総合）」で８週間の実習を
行います。報告会では、担当した症例を踏まえ、ど
のような目標を設定し、実際に行った訓練でどのよ
うな改善が見られたかなどを持ち時間10分（発表準
備１分、発表６分、質疑応答３分）で報告しました。
学生たちは全員スーツに身を包み、自閉症の発語

に関する内容や、高齢患者の嚥下に関する内容など、
堂々と報告していました。発表後は活発な質疑応答
が行われ、発表者は寄せられた質問に対して、得た
経験や知識をもとにしっかりと答えていました。

（NL編集部）

学生の半数、海外で短期研修・留学

国際化進める高雄医學大學
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工夫を凝らしたスライドを使いながら
実習報告をする学生たち



令和７年度の大学院修士学位論文公開発表会が
９日（月）、1304講義室Mであり、16人の院生が
次々と研究の成果を披露しました。
発表者の内訳は臨床検査領域２人、看護領域２

人、リハビリテーション領域12人。冒頭、前田ひ
とみ研究科長が「やってきたことを披露する場で
すので、落ち着いて発表してください」とあいさ
つ。発表者は１人20分の持ち時間で発表し、その
後の５分間で参加した教員との間で活発な質疑応
答が行われました。
本年度も多彩なテーマが目白押しで、発表者た

ちは緊張しながらも堂々と研究成果を報告してい
ました。陸上中長距離の高校女子選手のジャンプ
動作と走動作・能力等との関連を分析した中村隼
人さん（リハビリテーション領域）は、この２年、
訪問リハビリの仕事をしながら研究を進めてきま
した。「仕事との兼ね合いで日程調整に苦労し
た」そうですが、本番では堂々とした発表ぶり。

「社会人になって〝発表〟という機会がないので
緊張しましたが、研究内容には満足しています」
と晴れやかな表情で語っていました。

（NL編集部）

令和７年度大学院修士学位論文 公開発表会

３領域の16人 多彩なテーマで成果披露
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オリンピックや国際大会での活躍が期待される
次世代アスリート（中学生・高校生・大学生）を
対象とした「くまもと新時代ワールドアスリート
事業」の2025年度全日程が１月７日（水）、終了
しました。
同事業は、スポーツ医科学的視点からアスリー

トのフィジカルフィットネス測定と情報提供を行
い、競技力向上および今後のトレーニングに活か
してもらうことを目的としています。身体組成、
筋力、スプリント能力、全身反応時間、メンタル
面の測定項目は、国立スポーツ科学センター
（JISS）の実施項目とほぼ同等で、トップアス
リート基準の専門的かつ客観的な評価が可能であ
る点が本事業の特徴です。
本年度は、昨年10月から１カ月ごとに計４回、

KMバイオロジクスアリーナで実施。最終回となっ
た１月７日は、健康・スポーツ教育研究センター
の益滿美寿准教授と理学療法学専攻の嶋村剛史助
教の指導のもと、同専攻の学生と大学院生が運営
に携わりました。
回を重ねる中で、時間配分の最適化や測定手順

のパッケージ化が進み、より効率的で円滑な運営
体制を確立することができました。また、本事業
は学生・大学院生にとっても、実際の計測を経
験・見学できる貴重な実践学修の機会となり、教
育的にも非常に有意義な取り組みとなりました。
（健康・スポーツ教育研究センター 中村祐

貴）

教員を前に堂々と発表する大学院生。会場から
の質問にも落ち着いて答えていました

中・高・大学生を対象 本年度全日程が終了
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熊本県内の大学生と韓国人留学生が交流を深め
るボウリング大会が、１月31日（土）、県内のボ
ウリング場で開催されました。次世代人材の育成
を目指す「日韓学生文化交流プログラム」の一環。
スポーツを通じて新たな友人関係を築き、国境を
越えたつながりを広げることを目的としています。
同日は、本学をはじめ、尚絅大学、尚絅短期大
学、熊本大学、熊本県立大学、熊本県立技術短期
大学校、中島学園、さらに九州韓国人連合会から
計22人が参加しました。競技中は言葉や文化の違
いを超えて声援が飛び交い、初対面同士でも自然
に会話が生まれるなど、会場は終始和やかな雰囲
気に包まれていました。
本学の韓国文化研究クラブの学生が準備から当
日の運営まで担当し、大会の円滑な進行に大きく
貢献するとともに、韓国人学生との交流を積極的
に深めました。
競技終了後には、食事会を兼ねた授賞式が行わ
れ、成績上位者の表彰とともに交流の時間が設け
られました。参加者は食事を囲みながら自己紹介

を行い、大学生活、将来の夢などについて語り合
い、相互理解と親睦を一層深めました。2026年度、
次世代人材育成プログラムをさらに充実させる予
定です。多くの学生が参加することを期待してい
ます。（リハビリテーション学科理学療法学専攻
申敏哲）

引き出しの片付けをしていたら、
期限切れのパスポートと海外旅行
の日記が見つかった。友人と３人
で行ったタイ旅行とハワイ旅行の
日記だった。就職２年目頃から年
に１回、１週間程度の休みを頂き、
海外旅行をするのを楽しみに仕事
を頑張っていたことを思い出した。
それなりに忙しい部署へ配属され
たが、部署内の理解もあり、早い
段階から不在中の仕事の調整をす
ることで旅行が実現できていた。
旅行日記を読み返した。記憶が

薄れている部分もあったが、その
当時の旅行の様子が思い出され何
度も吹き出した。カツカツの旅行

だったが、とても良い思い出であ
り、リフレッシュできていた様子
がその日記からも感じられた。
新婚旅行を最後に海外に行って

いないため、パスポートの有効期
限はとうに過ぎてしまった…。海
外ではないが、この数年、家族
（息子だけなかなかのってこな
い）で共通の趣味をもち、小規模
ではあるが国内旅行をしている。
最近はそれが楽しみとなり、リフ
レッシュのいい機会となっている
ようだ。本学には、リフレッシュ
休暇という特別休暇制度がある。
有意義に活用したいと思う今日こ
の頃である。

期限切れのパスポート

ボウリング大会終了後、食事を囲みながら交流と
親睦を深めた日韓の学生たち

勝木 康子 事務局次長

週間行事予定（２月16日～２月24日）

２/16（月） 職種紹介（医学検査学科）

２/18（水） 国家試験（臨床検査技師）

２/21（土） 国家試験（言語聴覚士）

２/21（土） 大学院 一般選抜・社会人選抜（Ⅱ期）

２/23（月） 国家試験（理学療法士・作業療法士）

日韓学生 ボウリング通じ親睦深める「文化交流プログラム」本学学生が運営担当


